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数学Ⅱ 第 1 章 式と証明 No.3 

学習のねらい 

分数式の計算をできるようになろう！ 

 

 𝐴を整式、𝐵を定数でない整式とするとき、!
"
の形で表される式を分数

式という。例えば、#$!

%&'
、 (!)(*+

(),
は分数式である。 

 分数式は分⺟と分⼦にある共通因数で割ることで、分数のように約分
することができる。 
 

例）-&!(".
#/&(.!

= &(!

0.
、 (!)+

(")+
= (()+)((*+)

(()+)((!*(*+)
= (*+

(!*(*+
である。 

 

 &(!

0.
、 (*+

(!*(*+
のように、それ以上約分できない分数式を既約分数式と

いう。また、分数式の四則演算は分数と同様に⾏う。 
 

𝐴
𝐵
×
𝐶
𝐷
=
𝐴𝐶
𝐵𝐷

、𝐴
𝐵
÷
𝐶
𝐷
=
𝐴
𝐵
×
𝐷
𝐶
=
𝐴𝐷
𝐵𝐶

	 

𝐴
𝐶
+
𝐵
𝐶
=
𝐴 + 𝐵
𝐶

、𝐴
𝐶
−
𝐵
𝐶
=
𝐴 − 𝐵
𝐶

 

 

 では、分⺟や分⼦にさらに分数式がある場合どうしようか。このよう
な分数式を繁分数式という。 
 

例）
()#$
+*#$

を簡単にせよ。 

 

𝑥 − 1𝑥
1 + 1𝑥

=
𝑥, − 1
𝑥

𝑥 + 1
𝑥

=
𝑥, − 1
𝑥

÷
𝑥 + 1
𝑥

=
(𝑥 + 1)(𝑥 − 1)

𝑥
×

𝑥
𝑥 + 1

= 𝑥 − 1 

𝑥 − 1𝑥
1 + 1𝑥

=
/𝑥 − 1𝑥0 × 𝑥

/1 + 1𝑥0 × 𝑥
=
𝑥, − 1
𝑥 + 1

=
(𝑥 + 1)(𝑥 − 1)

𝑥 + 1
= 𝑥 − 1 

 
上の式のように、2 パターンの解き⽅がある。これをまとめると以下

のようになる。 
 
 分数を⼤きく⾒て、割り算の形にする。 

𝐴
𝐵
𝐶
𝐷
=
𝐴
𝐵
÷
𝐶
𝐷
=
𝐴𝐷
𝐵𝐶

 

 分⺟と分⼦に𝐵𝐷をかける。 
𝐴
𝐵
𝐶
𝐷
=
𝐴
𝐵 × 𝐵𝐷
𝐶
𝐷 × 𝐵𝐷

=
𝐴𝐷
𝐵𝐶
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♢問題 

1. 次の分数式を約分して簡単にせよ。 

 (1) +0&
!$!

#/&"$
 (2) (

!)%(*,
(!)#(*%

 

 
 
 
 
 
 
 
 
2. 次の計算をせよ。 

 (1) &
!$"

%'
× 3'!

&!$
 (2) (*+

(!)#
× (!)(),
(!),()%

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 次の計算をせよ。 

 (1) (
!*#
(),

− #(
(),

 (2) +
(),

− +
(*,

 (3) +
(!),(

− +
(!)(),

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. 次の式を簡単にせよ。 

1 −
1

1 − 1
1 − 𝑥

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


